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実測の地盤振動及びトラック慣性力データの特徴を考慮し、まず移動振源効果を考慮した解析を行い、走行速度の

影響を検証しました。次に振源を空間的に固定点とし、3成分(xyz)間の連成効果は考慮しない、と仮定して地盤振

動の実測記録から等価加振力を求めました。さらに、その等価加振力および車体慣性力の実測結果を用いて、3次

元解析により地盤振動を計算しました。次に、3成分(xyz)間の連成を考慮した計算を行い、その効果について検討

しました。これらの解析により、等価加振力解析に対する3次元解析法の適用性を検証しました。

予測解析手法に用いる平面道路における交通振動の加振力は、大型ダンプトラック走行データより実用的には移

動効果と3成分の連成効果を無視しても差し支えないことを確認し、加振力の考え方を提案しました。今後は更に

他の走行データについても検証し、その有効性を確認する予定です。
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これまでに、構造物または近傍地盤については3次元FEMで、遠方地盤については、効率的にモデル化できる3次

元薄層要素法を用いてモデル化し、それらを結合させた振動予測システムを構築しています。このシステムによ

り、交通機関、工場や建設工事等による環境振動の予測や対策工法の検討を迅速に行うことができますが、検討

に際しては交通機関や建設機械の加振力をより精度良く評価する必要があります。

本報では、大型ダンプトラックの走行時の環境振動を検討するための実用的な加振力を提案することを目的とし

て、走行実験による加振力を逆解析により算定し、その妥当性を検証しました。
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